





























































N 1 ～ N 9 日本人会話参加者
K 1 ～ K 9 韓国人会話参加者




































































日本語はモーラ言語であり、基本的にかな 1 文字が 1 拍である。なお、韓国語は音節言語
であり、「 1 文字＝ 1 音節」であるが、 1 つの音節が同じ長さで発音されるため、「 1 音節＝
1 拍」とも考えられる。たとえば、「여성에게 필요한것，뭐가있지？（女性に必要なもの、
なんだろう）」の場合、韓国語は12文字、12音節、12拍ということである。
その結果を表 5 ⅵと表 6 にまとめる。
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表 5　日本人と韓国人のあいづちの頻度の差（個人データ）
日本 総発話拍数 あいづち数 あいづち間拍数 韓国 総発話拍数 あいづち数 あいづち間拍数
N 1 1027 89 11.54 K 1 1610 48 33.54
N 2 749 52 14.40 K 2 1080 47 22.98
N 3 1614 60 26.90 K 3 285 38 7.50
N 4 592 63 9.40 K 4 1338 47 28.47
N 5 1579 38 41.55 K 5 990 12 82.50
N 6 1025 55 18.64 K 6 1061 16 66.31
N 7 1510 45 33.56 K 7 1646 17 96.82
N 8 1057 38 27.82 K 8 430 33 13.03
N 9 756 39 19.38 K 9 968 26 37.23
計 9909 479 20.69 計 9408 284 33.13
データをみると、 9 人の合計拍数においては日本人が9909拍、韓国人が9408拍でそれほど
差はなかったが、あいづちは日本人が479回、韓国人が284回で、日本人の1.6倍であった。
次の表 6 は表 5 のデータを 1 人当たりの平均で表したものである。
表 6　日本人と韓国人のあいづちの頻度の差（10分間、一人当たりの平均）
1 人当たりの発話拍数 あいづち数 あいづち間の拍数
日本人 1101 53. 2 20. 7
韓国人 1045 31. 6 33. 1
表 6 のあいづちの数を見ると、日本人は53.2回、韓国人は31.6回で、日本人のほうが21.6
回多い。そして、あいづち数を全体拍数と関連付けて、あいづち間の拍数を考えてみると、



































































日本人 479回 219回（46％） 260回（54％）
韓国人 285回 152回（53％） 133回（47％）
表 7 は、図 1 をあいづちの回数とともに表したものである。この表からみると、ポーズに






















































K 4 K 5 K 6
✔（注意）응（うん）
✔（注意）응（うん）
배 ,사과 ,모과 아니면 유자 뭐이런거 있지
（なし、りんご、カリンの実、ゆずみたいなものを、）



















































































2 回反復 16回 15回
3 回反復 6 回 10回
4 回反復 11回 5 回






表 8 は日本人と韓国人のあいづちの反復回数を表した表である。日本人にも韓国人にも 2
回反復が一番多く、その次に日本人は 4 回反復、韓国人は 3 回反復が多かった。




















K 1 K 2 K 3
아 - 벌써 ?（あー　もう？）
✔（感情）（웃음）（笑い）


















5 ． 5 　「間つなぎ」機能
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